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JR青梅線は、起点が「立川駅」、拝島駅や青梅駅を

経由して、終点が「奥多摩駅」です。かつては線名通

り、「立川始発奥多摩行」がたくさん走っていました。

通勤時間帯には「奥多摩始発東京行」、休日には「奥

多摩始発新宿行」という電車も存在しました。しかし

今はそれらの電車は一本もありません。

理由は、青梅駅を境に駅の設備・・・特にホームの

長さが異なる点です。青梅から西側の奥多摩寄りは、

ホーム長が短く、長編成の電車が入れないのです。従

ってどうしても青梅駅での「連結・切り離し作業」が

必要になります。東京から来た奥多摩行の電車は、青

梅駅で切り離されて４両（または６両）だけになりま

す。逆に奥多摩から来た東京行の電車は、青梅駅で増

結していました。増結しないまま、４両編成のまま中

央線に入ると、乗客は大混乱になるからです。

しかし JRも人手不足で「連結・切り離し作業員」

が不足し、このように青梅駅で運転系統を分離して、

すべて乗り換えになったのです。乗り換えが便利にな

る工夫もあります。青梅駅ではホームの造りを工夫し

て、どの電車からの乗り換えも、階段を通らずに同じ

ホームでできるようになっています。ただし、東京か

らの 12両編成の電車から、奥多摩行の 4両編成に乗

り換える場合は、乗っていた号車によっては、ケッコ

ー、ホームを歩くことになります。

青梅線の電車は基本的にすべて「各駅停車」ですが、

この「ホリデー快速」は別格です。通常は「御嶽駅」

にしか停まりません。この日は「観梅客」の為に、「日

向和田駅（ひなたわだえき）」に臨時停車しました。

青梅線の青梅駅以西の車窓風景は、中央本線の相模

湖駅以西の風景と似ています。どちらも「相模川」や

多摩川本流」がつくった「河岸段丘」の風景だからで

す。青梅線の線路は基本的に一番高い段丘上に敷かれ

ているので、終始眺望が良いのです。

青梅線内では、出入口のドアは乗客自身がボタンで

開け閉めします。パパと乗っていた５歳ぐらいの男の

子がその操作が面白くて、誰かがドアを開けて降りる

と、車内を走り回って閉めていました。

唯一の正式な停車駅である「御嶽駅（みたけえき）」

に着きました。青梅線の青梅駅以西の電車は通常４両

のワンマン運転なのですが、この電車には６両で車掌

さんも乗務しています。「御嶽駅では、上り列車との

すれ違いの為、約 5分停車します」とアナウンスがあ

りました。青梅線の青梅駅以西（正確には河辺駅以西）

は単線なので、駅でしか離合（列車同士のすれ違い）

ができないのです。私は深呼吸の為にホームに降りて

みました。やはり山の「気」を感じました。御岳駅も

「大岳山」や「高水三山」などのハイキングのために

何度も乗り降りした駅です。かつては、御嶽駅始発の

「ハイキング臨時列車」までありました。



御岳駅を過ぎると、左右の山はますます幅を狭めて、

車窓も「山岳鉄道」の雰囲気になってきます。「こん

な急峻な地形によく線路を敷いたな～」と思いますが、

実はそれには理由があります。

かつての青梅線は旅客列車よりも貨物列車が主流

でした。奥多摩地方で産出する「石灰岩」の輸送の為

です。途中駅でのすれ違いも、長大な石灰岩列車が多

かった記憶があります。カーブの多い急こう配の線区

なので貨物列車は鈍足で、旅客列車もそれに付き合っ

ていたわけです。現在は産出量も減りトラック輸送に

変わって、青梅線の貨物列車は全廃しています。

さて、正式な停車駅は「日向和田」と「御嶽」だけ

のはずですが、それ以外にもいくつかの駅に停車しま

した。車掌さんは「上り電車とのすれ違いの為の停車

です。ドアは開きません」と言います。このような「ド

ア扱い」のない運行都合上の停車を「運転停車」とい

い、単線線区ではよく見られることです。

さっきから電車のドアの開け閉めに夢中になって

いた男の子は、ホームにいる人を見て「せっかく停ま

ったんだから、ドア開けて乗せてあげればいいじゃん」

と言っています。もっともな言い分ですが、それはで

きないのです。地方の単線線区では、特急列車でも運

転停車はありますが、決してドア扱いはしません。一

度でもドア扱いをすると「停車駅」に格上げになりま

す。次のダイヤ改正で運転停車の必要がなくなり「通

過駅」にすると、沿線住民から苦情が来るのです。

この男の子はこんな面白いことも言っていました。

「さっきから車掌さん、奥多摩から下ってくる電車を

上り電車って言ってるけど、変だよね～」言われてみ

ればその通りで、なかなか賢い子です。確かに青梅線

では下り列車が上り、上り列車が下ってきます。そば

にいたパパは、説明に窮してオロオロしていました。

せっかく車掌さんまで乗務させた「貴重なホリデー

快速」なのに、奥多摩駅まで乗った乗客は全部の車両

合わせても 20人足らずでした。ちょっと残念だなぁ

と思いました。

奥多摩駅は終着駅なのに、急カーブにある駅です。

こんな場所を駅にしたのは、氷川地区の土地が急峻で

狭く、ほかに駅の敷地がなかったからです。

車掌さんも「電車とホームの間が広く開いています。

お降りの際には、十分にご注意ください」とは言って

いますが、これは明らかに「危険レベル」です。西武

線の「萩山駅」といい勝負です。あわてていると、子

どもならもちろん、大人でも落っこちるでしょう。


